
認 定 書

国 住 指 第 3187号
令和 2年 2月 21日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  赤羽

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法施行令第 46条第 4項表―の (人 )の規
定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
FRM―-0679

2.認定をした構造方法等の名称
厚 9.5■ll■ 軽量両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/めっき鉄丸く
ぎNZ50/外周部@75■ ll■、中通り@150■ H1/大壁造の床勝ち仕様/木造軸組耐力壁
における構造方法

3.認定をした構造方法等の内容
2.2の倍率を有する軸組と同等以上の耐力を有する軸組
別添の通り

五

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。
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別添

1.麟 の名称

厚 9,5-軽量両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/めっき鉄丸くぎ NZ5(1/外周部
@75-、 中通り@15       床勝ち仕様/木造軸組耐力壁

2. 鱒

(1)面本オの概要

a)面 ′|オの名 称

軽量両面ボード用原紙藤ガラス繊維混入せつこう板

b)顧酷オ¢琳詢成りむび和輩虎

面材の断面図を図 1に示す。また、その構成材及び組成を表 1に示すD

ガラス繊維混入せつこう板

ボード (寸法単位 :mm)

図 1酎 オの断面図

表 1櫛 婦 吸 醐

（〇
蛉
．〇
十
）蛉
．０

ヲ受塀蔓輌蜀本オ:

ボード用

聴

組成などは社外秘とさせていただきます。

芯 材 :

ル 線

殿 つこ

う板

組成などは社外秘とさせていただきます。
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厚さ (―) 幅 (―) 長さ (皿■■)

蛇 9.5 900´～1000 1820～ 3030

癬 0-卜0.5 +2.5 0科 5
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c)難

d)側面加工形状

図2に示すベベルエンジ又はスクェアエッジとする。

2～ 6 O
?

詳 ギヽ
―
|1華 |こ
=―

警ぐ [警手と:II「

ベベルエンジ スクェアエッジ

図2側 面加工形蜘

(寸法単位 :mm)

e)品質の基準

面本オlま、国土交通大臣の認定を取得した面材 (認定番号 :QM‐ 0954‐ 1)に対し、面材の厚さの

範囲を常蛛もしている。
サ性   能 :は験方法はЛSA 6901:2014による。)

神

(°/。l

曲げ胞蘇種i lNl 単位面積当たりの質量

感g/m2)長さ方向 幅方向

3以下 500以上 2(X)以上 6.84-8.36

観 :軽量両面ボード用原紙脹ガラス繊維混入せつこう板の向白及び側面には、使用上有害な

欠け、害惇軟 汚れ、きずなどがあって|まならなセ屯

(2)靱理弟オの睡

（Ｏ
Ю
．〇
＋
）Ю
．ω

（〇
蛉
．〇
十
）０
．〇

外

部  位 寸 法 等

柱(土台、月励曇 オ依 梁 酎 謝 け 10FD―規 跡 105-甦

継手間柱 雌 見付け45-×見込み 105-以上

聞住 断面寸法 見付け27-×見込み 105mm以上

胴わなぎ 蝉 見付け 6(瓶m現 脇 45-姓

受材 断面寸法 見イ寸け30-45-×見込み4(而以_L

柱の間隔 9()(施～2000-

面材の鶴手となる継手間柱と柱の間隔 9om-1(xxl_

聞柱と柱又は間柱と継手間柱の間隔 450■』■～ 50甑

横架材間の内法寸法
1枚張り 210m甦 3(100-う (下

縦継ぎ張り 2240-以」二3000m以下

男ll杉代-2/11
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(3)接合具の仕様

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛS A 55(l&20(19

種  類 :めっき鉄丸くぎ
呼   び :ふlZ50

(4)その他輯
a)床下地材

名  称 :醐 合板
規  格 :合板の日本農林規格 (令和元年6月 27日農琳水産省告示第4751∋
!秦着の程壊E:鞭
等  級 :2級以上
厚  さ :12mm以上制hm以下

b)受材の接合具

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛS A 550&2009

種   類 :鉄丸くぎ
呼   び :N90

3.耐力壁朗 範囲

(1)当該面材をイ史
~用
した耐力壁硼 範囲は、建難鉾教懸帝Ⅲ第 40条から第49条 確だし、第48条

第2項は除く)に準処した木造軸組とする。

(2)当該嗣力壁は,外周壁の屋外側下地脇 室内側下地材及び内部壁の下期オl呼胃Vヽるものとする。当該

而ヽす力壁郷 壁の屋外側下地材として用いる場合は、防維 卿 な防水措置を講じるものとす

る。

(3)蜘 玲 第46条第 4項の表 1に定める軸往又′鰤 56碑 鋼 11(Xl号に定める

軸組を併用する場合は、倍率の数値5を限度としてそれぞれの倍率の数値を加算できるものとする。

4.耐力壁の施工仕様の概要
(1)莉鵜財

C柱(横架材 (土台、胴差(桁、梁)の断面寸法は見付け105mm×見込み105mm以上とする。

②聞柱の断面寸法は見付け27-×見込み105mm以上とする。

③面材の機方向Q継手となる継野間柱の断面寸法は見付け45mmX見込み105-以上とする。
④面材の縦方向の継手となる月同つなぎの断面寸法|ま見付け制bm×見込み45-以上とする。
⑥面材を留め付ける受材の断面寸法は見付け30～45mm×見込み4(苅m以上とする。
鋭 の間隔は9(l(l― 以上2(l(l― 以下とする。

⑦面材命継手となる継手間住と柱の間隔は90(l― 以上1()(lm以下とする。

C間催と柱又は間柱と継手間位の間隔は450-以上5(l(lmm以下とする。
③面材が取り付く胴めなぎは、床下地材から18Жttmの位置 0同つなきnに取付ける。
@犠架材間の内法寸法について、縦継ぎ張りの場合は2240-以上3(XX肺 以下、1枚張りの場合は
21(X肺以上30(10-以下とする。

男町彰ペー3/11
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(2)離 の害吋
酎オ陣軸団こ直張りとし、張り方は横架財翻朝陣 なぎを設けて 2枚の板で縦継ぎ張りとする力＼また

は1枚の板で縦張りとする。ただし、2枚の板で縦継ぎ張りとする場合、下側の面材の長さは182Chmと

し、上側の面材の最′lヽ長さは42-と する。

(3)面材の留め付け

①両材は、めっき鉄丸くぎ1ヽlZ50を用いて、面材の外周部ではくぎ相互の間隔を75- (マーキングか

らのずれの許容差 :±8mml以下で柱、横架材、受材、脚 柱、胴つなぎに、面材の中通りの部分
ではくぎ相互の間隔を 15針肛n(マーキングからのずれの計容差:± 15血m)以下で聞柱に留め付ける。

ただし、面梯聴郭に間隔の狭い箇所が集中するような極端な配置とならないよう1こする。

②くぎが有効に作用するように、面材の端部とくぎとの間隔 (へりあき醐 は、受材、横架材及び胴

つなぎでは15mm(許機 :±3-)、 柱及び継手間柱では12-鱒 滋 ±2mm)とする。
③面材の外周部及び中通りの部分におけるくぎ本数について、面材の長手方向及び短手方向の辺長 lH、

Llからへりあき踊離 l[[1+H2、 Ll+L2)を減 じた長さ lH α l+H2)、 L―●1+L2))を算出し、その

長さを各部のくぎ間隔 lP、 Q)で除する。

外周部のくぎ本数はその値の小数第‐位を切り上げて 1を加えた値とし、中通りの部分のくぎ本数は

その値の′1蕩瞬■位を切り上げて 1を減じた値とする。

なお、図 3に示す通り、面材四隅のくぎは長手・短手両方向のくぎ本数として数えることとするが、

中通りの部分と外周部のくぎを結ぶ直線上のくぎは、中通りの部分のくぎ本数として数えないものと

する。また、くぎ本数の一覧を表2に示す。

ここで、Lは 90(l―～1(l(l(l―のいずれかの値測 は耐力壁の施工仕様に応じた下側もしくは上側

の面材帳 さりは Hl及びI[2は 15-、 Ll及びL21ま 臨 m、 Pは 7εttm、 Qは 15(l― とする。

④面材のかかり代は、柱は45脳m以上、土台、梁、胴産および桁は3(hm以上、継手間住は2(れm以
上、受材は3-以 上、胴つなぎは3Chm以上とする。
⑤くぎ留めは、面材に表示されたくぎ留めの位置に従つて行い、表示のない位置は施コ時にマーキング

等した後にくぎ留めする。

⑥面材の継手部は縦方向および横方向とも突き付けとする。

⑦くぎは、面材表面に面―になるように留め付ける。

男I!彰代-4/11
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L

卜
入
０

ト
ヘ
儀E

=

E:二二ここ:[ヨ :外周部長手方向のくぎ

L_‐f_~]:外周部短手方向のくぎ

題運蓮濠激中通り部のくぎ

図3各部のくさ沐数
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表2く や醐■覧

項  目 仕 様

面材と軸組 めっき鉄丸くぎ NZ50
外周部間隔  75mm
中通 り間隔  150mm
面材長辺からの縁端距離

面材短辺からの縁端距離

以下

以下

柱・継手間柱位置

胴つなぎ位置

横架材位置
900mm以 上
924mm以 上
999mm以 上

12■Hn
15■Hn
15mm
924mm以 下
999mm以 下
1000mm以 下

種類

間隔

本数 面材外周部 短手方向長さ

面材外周部 長手方向長さ

縦継ぎ張りの上側面材

縦継ぎ張りの下側面材

1枚張りの面材

木

本
本

３

４

５

1

1

1

420mm
480mm
555Hlln

630mm
705mm
780mm
855mln
930■lm
1005■lm
1080mm
l155mm
1820■ 114

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

480■lln

555mm
630mm
705■Hn
780■114

855mm
930mm
1005■114

1080■lm
l155■114

1200■1=n

2130■1ln

2205Hlxn
2280■lxn

2355■un
2430Hlln

2505Hlln
2580■1ln

2655■lln

2730HHn
2805mm
2880■114

2955mm
3030mm

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

7本

8本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

25本

2100mm
2130mm
2205min
2280■un
2355Hun
2430■Hn
2505Hlin

2580■Hn
2655Hlin

2730■114

2805■114

2880■lln

2955■lm

面材中通 り長手方向長 さ

縦継ぎ張りの上側面材 420mm
480mm
630mm
780mm
930■lln

1080mm

縦継ぎ張りの下側面材 1820mm

1枚張りの面材 2100mm
2130mm
2280■Hn
2430mm
2580■lm
2730Hun
2880HHn

480■un
630Hlln

780■un
930■un
1080■lm
1200HHn

29本

30本
31本

32本
33本
34本
35本

36本
37本
38本

39本
40本

41本

2本 または 3本
3本 または 4本

4本 または 5本

5本 または 6本
6本 または 7本

7本 または 8本

■本 または 12本

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

13本

14本

15本

16本

17本

18本

19本

または

または
または

または

または

または

または

14本

15本

16本

17本

18本

19本

20本

2130HH4
2280■11■

2430■lln

2580■114

2730■1=n

2880■lln

3030■lm

下

下

下

下

下

下

下

以

以

以

以

以

以

以
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(4)その他の施工仕様

床位置では、床下地材を厚さ12-以上 15mm以下の場合は、鉄丸くぎN50 1ЛS A 55(18:2009)
を用ヤヽて、厚さ15mm超え2(lmm以下の場合は鉄丸くぎN65 1ЛSA5508:20091、 厚さ2(れm超え

3-以 下の場合は鉄丸くぎN75 1ЛSA55(18:2(109)を用いてくぎ相互の間隔を 15(れm以下で土台
又は横架材に留め付けた後、見付け 30～45mm×見込み 40mm以上の受材を鉄丸くぎ N90(ЛS A
5508:20091を用いてくぎ相互の間隔を15(hm以下、へりあき星酪佳(面本オからの星醐 を2(面 (許
容差±54■nilで床下勉閉こ留め付ける。ただし、床下地材留め付けくぎから 10-以 上ずらして受材
くぎを留め付ける。

(5)施靱

施正図を図4～図71黙 ミ

月llψ代-7/11
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横架材

鉄丸くぎ

ボード用原紙張

×

鉄丸く

― ド

め っ

【A部詳細図】

【B部詳細四】

用原

― ド用

受材 30～ 45× 40以 上

105×

※基礎 評価対象外

×

×

めっき鉄丸くぎNZ50

めつき くぎNZ50

十
一

【施工図】

― ド

逹
め っ くぎ

めっき

千

ピ

含
書
華
こ
慨

３

引

）

胴つなぎ

【C部詳細図】

【下地組図】

酷 と洋ね拡:lxlm)

め っ

― ド

め っ くぎ

×

【鉛直断面図】

図4施 工詳細図 :縦継ぎ張りの場合

土 台

105×

百

／
／
左 ＼

/

慧

/ ＼

客ツ
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ぎ

900-1000

【面材の納まり】

横架材
ぎ×

柱 め っ く

【A部詳細】

【B部詳細】

横架材

）
彎

（
Ю

〇
ヽ
∞
Ｈ

卜

番
置
Ｈ

60×

く

― ド用原紙張

めっき くぎ

【C部詳細】

継手間柱

横架材

め っ くぎ

― ド

【E部辞細】 【F部詳細】

図5施靱 :縦継ぎ張りの場合 伺♯蝉位 :mm)

め つ

― ド
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横架材

―ド用原紙張

め っ

【A部詳細図】

めっき鉄丸くぎNZ50

【施工図】
【B部詳細図】

めつき ぎNZ50

【C部詳細図】

【鉛直断面図】 【下地組図】

図6施蜘 図 :1枚張りの場合  付法単位 :ェn14)

×

×

X

ボード

×

両

― ド

×

×

め っ くぎ

め つ

―ド用

め つ

土台

ド

丁

ゆ
椒

含

引

）

×

×

×

×

30～ 45× 40以 上

105×

※基礎 評価対象外

＼
即

/
＼/

/＼

１／

２０

慧

/ ＼

不ツ
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“
＝
＝継

卜

奉
８

Ｈ

コ

受材

「 「
IヽV: υυ ′ミタ
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900-1000

【面材の納まり】

横架材

め っ くぎ

― ド

【A部詳細】

40

床下

【B部詳細

め つ くぎ

【C部詳細】

継手間柱

め っ

め つ

― ド用

図7施H週 :1枚張りの嬌  ω法判立:Ixlm)

卜
へ
置
亘

― ド用

横架材

12(± 2ЩⅢ≦■2)

【D部詳細】
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